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発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

27・教芸 

第1学年 

第2学年 

第3学年 

第4学年 

第5学年 

第6学年 

音楽132 

音楽232 

音楽332 

音楽432 

音楽532 

音楽632 

小学生のおんがく1 

小学生の音楽2 

小学生の音楽3 

小学生の音楽4 

小学生の音楽5 

小学生の音楽6 

 

取
扱
内
容 

 

○ 歌唱 

第1,2学年では、遊びながら歌う活動、情景や気持ちを想像しながら歌う活動、第3,4学年では、響

きを感じ取る活動、曲の感じを生かした表現を工夫する活動、第5,6学年では、響きを感じて歌う活動、

旋律の特徴を生かした表現を工夫する活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 

○ 器楽 

第1,2学年では、簡単なリズムや旋律を演奏する活動、第3,4学年では、曲想にふさわしい表現を工

夫する活動、音色に気を付けて演奏する活動、第 5,6学年では、楽器の特徴を生かして表現する活動、

楽器の組合せや重なり合う響きを工夫する活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。  

○ 音楽づくり 

第1,2学年では、言葉や打楽器で様子を表す音遊びを楽しむ活動、第3,4学年では、お囃子の旋律づ

くりや、音を組み合わせて音づくりをする活動、第 5,6学年では、音楽の仕組みを生かしてリズムを工

夫する活動、曲のまとまりを意識し旋律をつくる活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 

○ 鑑賞 

第1,2学年では、音楽に合わせて体を動かしながら聴く活動、楽曲の気分を感じ取る活動、第3,4学

年では、音色や旋律の特徴を感じ取る活動、第 5,6学年では、曲想や音色の変化、歌詞と旋律のかかわ

りに着目して聴く活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 

○ 〔共通事項〕 

第1,2学年では、リズムや音階を感じて演奏したり、様子を思い浮かべて聴いたり、第3,4学年では、

拍の流れや旋律を感じて演奏したり、楽曲の特徴を感じて取り聴いたり、第 5,6学年では、和音・曲想

の変化を感じて演奏したり、曲想の変化を感じ取り聴いたりする学習活動が取り上げられている。 

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応  

第 1,2学年では、 図形化した音符や休符を見ながらリズム打ちをする、第 3,4学年では、「こころ

のうた」に示された音楽の要素を理解する、第5,6学年では、「音楽の歴史をつくった人」に示された

楽曲の特徴を生かすなど、各ページに示された〔共通事項〕を取り上げて基礎的・基本的な知識・技能

の習得を図る学習活動が取り上げられている。 
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○ 内容の構成・排列 

第1,2学年では、拍の流れや拍にのったリズムを感じ取る学習の後に、拍の流れや拍にのったリズムに

着目して表現を工夫したり、聴いたりする学習を取り扱い、第3,4学年では、〔共通事項〕に気付く学習

の後に、合唱やアンサンブルを通して音の重なりを感じ取る学習を取り扱い、第5,6学年では、〔共通事

項〕を感じ取る力を身に付ける学習の後に、音楽の魅力を味わいながら自分たちの音楽表現を深める学

習を取り扱うなど、系統的・発展的に学習できるよう工夫されている。 

○ 内容の分量 

第1学年～ 歌唱の教材数は39、器楽の教材数は12、音楽づくりの教材数は5、鑑賞の教材数は8 

第2学年～ 歌唱の教材数は34、器楽の教材数は13、音楽づくりの教材数は5、鑑賞の教材数は10 

第3学年～ 歌唱の教材数は24、器楽の教材数は17、音楽づくりの教材数は4、鑑賞の教材数は32 

第4学年～ 歌唱の教材数は26、器楽の教材数は14、音楽づくりの教材数は4、鑑賞の教材数53 

第5学年～ 歌唱の教材数は27、器楽の教材数は10、音楽づくりの教材数は2、鑑賞の教材数11 

第6学年～ 歌唱の教材数は25、器楽の教材数は8、音楽づくりの教材数は2、鑑賞の教材数12 

使
用
上
の
配
慮
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○ 巻頭に「音楽プリズム」（第3～6学年）や巻末に「音楽の歴史をつくった人」を位置付けたり（第3

～6学年）、北海道民謡の「ソーラン節」を鑑賞教材として取り上げたり（第4学年）するなど、児童の

学習意欲を高める工夫がなされている。 

○ 主要教材ごとに具体的な学習目標を示したり（全学年）、吹き出しにより活動のヒントを示したり（全

学年）するなど、児童が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。 

○ 鍵盤楽器の指使い（第1～3学年）や、巻末に各学年で押さえておきたい重要な学習内容を「ふりかえ

りのページ」として位置付けたり（全学年）、イラストの配色や囲みの形状を工夫したりするなど、使

用上の便宜が図られている。 

その他 

○ 北海道と関連のある教材は、「ソーラン節」など、5箇所取り上げられている。 



 


